
事業所名：きぼうっこ逆瀬川

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1 利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

・療育の部屋、自由遊びの部屋、面談室等そ
れぞれの活動に合わせたスペースを確保し
ている。
・季節の行事や運動療法を実施する際は、
地下1階のマルチセッションルーム（防音設
備の整った部屋）に移動し、広々とした空間
で活動に取り組むことができている。

「はい」：96％
・活動と遊びが別の部屋で良いと思う。
「どちらともいえない」：0％
「いいえ」：0％
「わからない」：4％
・新しい建物になってから入っていないから。

・限られたスペースを有効活用し、子どもが
快適に過ごせるように、整理整頓を心がけ、
広い空間を確保できるうように努める。
・今後も地下1階のマルチセッションルームを
活用していく。

2 職員の適切な配置

・基準人員以上の職員を配置している。
・療育内容（SST療育）に合わせて、心理
担当職員を配置している。
・法人全体で、資格や適性に合った配置にな
るように工夫している。

「はい」：94％
・十分な人数で支援してくださっている。
「どちらともいえない」：1％
「いいえ」：0％
「わからない」：4％
・どれだけ先生がいるのか分からない・

・職員配置については、契約時に重要事項
説明書で説明している。
・年度初めに、書面を配布して、職員紹介を
行っている。
・職員の専門性を高め、支援についてより具
体的に説明できるように努める。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特
性に応じた設備整備

・子どもの特性に合わせて環境設定を行っ
ている。
・事業所が2階にあり、エレベーターを設置し
ているので、必要に応じて使用することがで
きる。
・事業所内はバリアフリーになっている。

4 清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

・毎日、清掃と消毒を行い、各部屋に空気清
浄機を設置している。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的な
参画

・目標管理シートを活用し、課題や目標につ
いて定期的に振り返っている。

2 第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

・外部講師のコンサルを受け、療育の質の
向上に努めている。

3 職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

・外部講師を招いての研修や法人・事業所
内研修に参加している。
・研修計画に基づき、外部研修にも参加し
ている。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

・子どもと保護者の意向や要望を聞きとり、
職員間で担当者支援会議を実施し、子ども
一人ひとりのニーズに合った目標を設定し、
計画を作成している。

「はい」：93％
・よく分析されている。もう少し個別対応がさ
れるとより良い。
「どちらともいえない」：6％
「いいえ」：0％
「わからない」：1％

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

・発達年齢や特性に合わせたクラス編成を
実施し、発達レベルに合わせた目標を設定
している。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

・子どもの状況に応じて、集団活動を通じて
一人ひとりのニーズに合った目標を設定し、
計画を作成している。

4 児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

・個別支援計画、特別支援計画に沿って支
援を実施している。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

区分

環
境
・
体
制
整
備

「はい」：93％
「どちらともいえない」：1％
「いいえ」0％
「わからない」：6％

・子どもの状況に合わせた環境設定を行い、
清潔で安心・安全に過ごせる空間を確保す
る。
・視覚支援等、個々の状況に合わせて用意
し、子どもが安心して療育に参加できるよう
にする。

業
務
改
善

公表日：令和 7年　7 月　13日

「はい」：85％
・同じテーマでもレベルアップがはかれる。
「どちらともいえない」：10％
「いいえ」：0％
「わからない」：5％

適
切
な
支
援
の
提
供

・子どもの思いと保護者の意向や要望をしっ
かりと汲み取り、子ども一人ひとりの状況に
合った計画を立案できるように努める。
・健康・生活、運動・感覚、認知・行動、言語・
コミュニケーション、人間関係・社会性の5つ
の領域を軸に、子どもの特性やニーズを把
握し、5領域を網羅した適切な支援を提供で
きるように努める。
・個別支援計画を作成する際は、担当者支
援会議を実施し、全職員で話し合い、情報共
有を行う。
・日々の療育の中での気付きをもとに、子ど
もの状態の把握を行い、保護者に分かりや
すく説明できるように努める。



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

5 チーム全体での活動プログラムの立案

・クラス担当を中心に、プログラムを立案して
いる。
・子どもの様子を観察し、データに基づいた
ミーティングを実施し、課題の分析を行って
いる。

6 平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やかな
支援

・平日：SST療育を実施している。（月ごとに
季節に合わせた行事を実施している）
・休日：運動療法を実施している。
・長期休暇時：夏祭りやお別れ会などのイベ
ントを開催している。

7 活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

・子どもの特性や状態に合わせ、状況に応じ
た支援ができるよう職員間でアイデアを出し
合い、工夫している。

8 支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

・療育が始まるまでにクラス担当が活動の流
れや目的を説明し、必要に応じてシミュレー
ションを行っている。
・非常勤職員に対しても、療育開始前に説明
を行い、役割分担について周知している。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

・療育終了後に、全職員で振り返りを行って
いる。
・クラス担当が中心となり、今後の課題や当
日の反省点などを振り返り、次回の支援に
繋げている。

10 日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

・評価表を用いて評価を行い、子どもの様子
も含めて記録に残している。
・活動以外の子どもの様子（自由遊びなど）
もケース記録に反映させている。

11 定期的なモニタリングの実施及放課後等デ
イサービス計画の見直し

・（最低）6か月に1回モニタリングを実施し、
計画の見直しを行っている。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議への参画

・相談支援事業所と連絡を取り、情報の共
有を行っている。
・児童発達支援管理責任者、担当職員が
サービス担当者会議に参加している。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間
での支援内容等の十分な情報共有

・計画相談事業所を通じて、保育所や幼稚
園、小学校での様子やきぼうっこ逆瀬川で
の支援内容の情報の共有を行っている。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供

・保護者から依頼があった場合は、情報の提
供を行っている。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携や、専門機関
での研修の受講の促進

・保護者向けの研修の案内があれば、配布
物として配ったり、メールで案内をしている。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こど
も園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

8 事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

・子どもの状態の確認を行い、特性や状態に
応じた支援ができるように努める。
・引き続き、月に1回は季節に合わせた行事
を実施し、普段の療育で学んだソーシャルス
キルを活用する機会を設ける。
・「希望の家コミュニティプラザ」地下1階の
マルチセッションルームを活用し、様々なイベ
ントの開催を企画する。
・月に1回は、保護者参加型行事を開催し、
活動の様子を見学できる機会を設ける。

関
係
機
関
と
の
連
携

・現在は実施できていない。

適
切
な
支
援
の
提
供

（
続
き

）

「はい」：82％
・子どもにとって必要な様子を各々選択、利
用している。
「どちらともいえない」：3％
「いいえ」：0％
「わからない」：15％



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1 支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

・契約時に重要事項説明書で説明している。
・職員の異動等で利用料金に変更が生じた
場合は、書面で周知を図っている。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

・新規契約者に対しては、契約時に保護者に
説明をしている。
・個別面談を実施し、支援内容を説明してい
る。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の支
援の実施

・きぼうっこ逆瀬川では、ペアレント・トレーニ
ングは実施していない。
・必要に応じて、個別に保護者支援を実施し
ている。

・ペアレントトレーニングは実施していない
が、保護者から相談があった場合は、子ども
への対応方法について助言を行う。

4 子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

・自己送迎の方：お迎え時に、当日の子ども
の様子や療育内容等をフィードバックしてい
る。
・送迎利用の方：個別面談の際に、子どもの
様子を伝えている。

・日頃の子どもの様子をしっかりと観察し、事
業所で気付いたことを保護者にしっかり伝え
ることができるようにする。
・保護者から学校や家庭での様子を伺い、
情報を共有できるように、日頃からコミュニ
ケーションを図ることができるようにする。

5 保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

・来所時や電話、個別面談の際に相談を受
け、必要な助言をするようにしている。
・その場で答えることが難しい場合は、職員
間や関係機関と話し合いを行い、保護者に
フィードバックするようにしている。
・保護者から依頼があった場合は、事業所
内相談支援や関係機関連携会議を実施し
ている。

「はい」：96％
・必要に応じて面談等ですり合わせができ
る。面談をより深いものにしてほしい。専門性
の深いものだと助かる。
「どちらともいえない」：3％
「いいえ」：0％
「わからない」：1％

・引き続き、相談があった場合は丁寧に対応
できるように努める。
・保護者支援として、相談支援と学校との関
係機関連携会議が実施できることをご存じ
ではない方もいるので、周知を図る。

6 父母の会の活動の支援や、保護者会の開催
による保護者同士の連携支援

・月に1回は必ず保護者参加型行事を開催
している。
・保護者会の実施を検討している。

「はい」：75％
「どちらともいえない」：13％
・保護者同士の連携まではいたらないが、家
族参加行事はある。
・保護者同士のつながりは薄いように思いま
す。
「いいえ」：0％
「わからない」：12％

・月に1回は、保護者の方が活動の様子を見
学できる機会を設ける。
・参観日に参加された保護者が交流できる
場が設けられるようにする。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

・苦情解決体制について書面を掲示してい
る。
・苦情があった場合は、事実関係を調査し、
保護者に対応方法を伝えるようにしている。

「はい」：94％
「どちらともいえない」：4％
「いいえ」：0％
「わからない」：2％

・子どもや保護者とのコミュニケーションを図
り、信頼関係を構築できるように努める。
・日頃から色々なことに気を配り、苦情に繋
がる前に解決できるようにする。

8 障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

・必要に応じて、メモ・絵カード・スケージュー
ル等を提示し、分かりやすく伝わるように気
をつけている。

「はい」：99％
「どちらともいえない」：1％
「いいえ」：0％
「わからない」：0％

・引き続き、必要な配慮を考え、実施してい
く。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

・法人の広報誌「きぼう号」を発行している。
・毎月、ホームページで行事や活動の様子を
お知らせしている。
・イベント開催時には、事前にお知らせを配
布している。

「はい」：85％
「どちらともいえない」：10％
「いいえ」：0％
「わからない」：5％

・ホームページを定期的に更新し、療育の内
容をお知らせできるように努める。
・行事がある場合は、事前にメールやお便り
で周知を図る。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

・契約時に、保護者に個人情報の取り扱い
について説明している。
・外部見学者に対しても、個人情報の取り扱
いの同意書を記入していただいている。
・必要に応じて、番号やイニシャルを使用し、
個人が特定できないようにしている。
・個人情報が記載してある書類を破棄する
場合は、必ずシュレッダーを使用している。

「はい」：92％
「どちらともいえない」：1％
「いいえ」：0％
「わからない」：7％
・アセスメントシートを頻繁に記入している
が、以前記入したものは活用されていないの
か、保管されていないのか気になります。

・引き続き、適切な取り扱いをしていく。
・定期的に、個人情報の取り扱いについて確
認していく。
・子どもの状態の変化を確認するために、毎
年4月に手書きでアセスメントシートの記入
をお願いしているが、今後はWEBの活用も
検討していく。

保
護
者
へ
の
説
明
責
・
連
携
支
援

「はい」：97％
・十分な説明はされている。
「どちらともいえない」：1％
「いいえ」：0％
「わからない」：1％

・引き続き、丁寧な説明を心がける。
・職員の異動に伴い、配置や加算が変更に
なった場合は、書面を配布し、変更点につい
て説明を行う。
・報酬改定があった場合は、変更点について
詳しく説明を行うようにする。

「はい」：93％
・必要に応じて面談等ですり合わせができ
る。面談をより深いものにしてほしい。専門性
の深いものだと助かる。
「どちらともいえない」：6％
「いいえ」：0％
「わからない」：1％



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

・緊急時対応マニュアル（災害、事件、事故、
自殺、苦情）を策定している。
・保護者へは、希望があれば閲覧していただ
けるようにしている。
・BCPを策定している。

「はい」：86％
「どちらともいえない」：4％
「いいえ」：0％
「わからない」：10％

・それぞれのマニュアルについて職員間で周
知徹底し、状況に応じて見直しを行う。
・定期的にBCPの見直しを行う。

2 非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

・最低年に2回、全クラスで避難訓練（火災・
地震）を実施している。
・保護者へは毎回メールで周知している。
・実施後は、ホームページに掲載している。

「はい」：93％
・毎年訓練してくださっている。
「どちらともいえない」：1％
「いいえ」：0％
「わからない」：6％

・定期的に避難訓練を実施し、緊急時に全
職員が対応できるようにしておく。
・引き続き、避難訓練を実施する前に、保護
者にメールで周知を図る。

3 虐待を防止するための職員研修機会の確
保等の適切な対応

・外部講師を招いた法人内研修に参加して
いる。
・虐待防止チェックを定期的に実施し、各自
で対応方法をふり返るようにしている。
（職員会議も実施している）

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画への
記載

・身体拘束は行っていない。
・行動制限等を行う場合は、必ず事前に保
護者に相談を行い、了承を得た上で実施す
るようにしている。

5 食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

・新年度に、アセスメントシートで聞き取りを
実施している。
・アレルギーのある場合は、おやつを提供す
る際に、保護者に確認を取っている。（可能
な限り、代替品を準備し、対応している）

6 ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

.ヒヤリハットや事故等があった場合は、記録
に残し、法人内、事業所内で情報共有し、改
善案を検討している。
・記録を残した3ヶ月後には、振り返りを行っ
ている。

子どもは通所を楽しみにしているか

「はい」：89％
・特に行事を楽しみにしている。
・いつも楽しみにしています。
・新しい施設になってから、活動もしやすく
なってとても満足しております。
「どちらともいえない」：7％
「いいえ」：3％
「わからない」：1％

事業所の支援に満足しているか

「はい」：99％
・大変満足している。
「どちらともいえない」：1％
「いいえ」：0％
「わからない」：0％

・子どもが楽しく通えるように、子どもに目標
や希望を聞いて、療育に反映できるようにし
ていく。
・子どもの集団生活に役立つソーシャルスキ
ルを習得できるように段階に合わせて支援
する。
・今ある子どもの状況をしっかりと把握し、で
きないことに着目するのではなく、できること
が増えるように支援する。
・子ども達が不安やストレスを感じている場
合は、話を聞き心の安定を図る。
・子どもが安心・安全に通所し、保護者にも
満足していただける事業所運営を目指す。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

・個々の子どもの状況や特性に合わせた支
援を行い、楽しく通所できるよう療育内容を
工夫したり、環境設定をするように努めてい
る。
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